
■はじめに 

 

 2011 年 5 月、まだ東日本大震災の余波が生々しくあった。余震がつづいており、原発問題も

紙面を賑わしていた。東京もコンビニエンスストアや地下鉄の照明は薄暗く、落ち着かない様相

だった。そのような時に私たちは第 1回めの会合をもった。 

 震災のショックは大きく、何もできないまま時間が流れていた。それでも何かしなければとい

う思いに動かされ、実際には何ができるのかまったくわからないまま、その会合に参加した。お

そらくそこに参加した人は、そうした共通の思いを抱いていただろう。それぞれ、高齢者や障害

者、生活保護受給者、母子世帯等、いわゆる「社会的弱者」やかれらの生活を支えることに関心

をもって研究をつづけてきた者たちであり、震災が、かれらへ与えただろう大きなダメージが気

にかかっていた。 

この際、打ち合わせ場所と、研究枠組みのアイデアを提供してくださったのが、国立社会保障・

人口問題研究所の阿部彩氏だった。その後さまざまな事情により、この研究グループのメンバー

には加わっていただけなかったが、阿部氏にはこの場を借りてお礼を申し上げたい。 

この時以降、何度か話し合いを重ね、研究の進め方を相談してきた。その秋に申請した科学

研究費事業に採択され、日本学術振興会より 2012年度から 3年間にわたる科学研究費補助金

（基盤研究（B））を受けて研究活動を行うことが認められた。本報告書はこの 3年間の成果であ

る。 

 研究活動が認められたおかげで、私たちは年に何度も岩手県、宮城県、福島県といった被災地

域、とりわけ沿岸部を訪れることができた。東北という土地は、新幹線停車駅や空港までは、時

間的には遠いわけではない。しかしそこから沿岸部までは本数の少ない在来線か、あるいは自動

車で、山をいくつも超えての道のりとなる。仙台以降の景色の違いや、2両ときには 1両編成の

在来線に乗る際の心許なさには、なかなか慣れることができなかった。 

 3 年間で多くの方にお会いし、お話をうかがうことができた。自らが津波にのまれた経験や、

ご家族が亡くなった経験を涙ながらに語ってくださった方もおり、その淡々とした語りに圧倒さ

れ、体験や思いの大きさに口をつぐんでしまったこともあった。こうした経験はもちろん、後世

に伝えていかなければならないことである。一方で、罹災証明を受けておらず、「被災者」とし

ての支援をまったく受けていないという方にもお会いした。しかしその地域に居住し、それ以前

の生活においても困難を抱えていた人にとって、震災は直接的、間接的に影響を与えていたこと

がみえてきた。 

震災から 4年が経過しようとしている現在、被災地をめぐる報道量は著しく少なくなり、新聞

等には「復興」の文字が躍る。しかし、私たちの研究の対象とする人びとは、震災のダメージか

ら必ずしも抜けだしているとはいえない。またさらに重要なことは、震災前の生活に戻ることが

「復興」であるともいえないということだ。 

 

つらい体験も含めインタビューにお答えいただいた方々、まだ落ち着かない時期に、ヒアリン

グに対応していただいた行政関係者や支援団体の方々に、深くお礼を申し上げたい。 

また、質問紙調査実施に際して多大な協力をいただいたいわき市、いわき市社会福祉協議会、

地域包括支援センターの方々、質問紙調査にお答えいただいたみなさま、多くのことを自由回答

欄に綴っていただいたみなさま、さらには継続的なインタビュー調査に応じていただき、貴重な



お話をいただいたみなさまに、この場を借りて心からお礼を申し上げたい。ほんとうにありがと

うございました。 

 

 今後も、何らかのかたちで研究活動を継続していきたいと考えている。本報告書をお読みいた

だいた方々からの、ご批判・ご教示をお願いしたいと思う。 
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